
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 防府市立西浦小学校 学校だより 令和７年度６月号 

学校教育目標 未来を見つめ夢や希望を抱き、なりたい自分に向かって挑戦し続ける西浦っ子の育成 

 めざす子ども像 「気づく」「考える」「行動する」子ども 

 

 

 
 東京都立川市の小学校で、２年生の教室に２人の男が侵入した上に、教職員に暴行し、逮捕されるというニュ 

ースが日本中を震撼させました。その前後には、電車内での切りつけ、通り魔事件などが連続して起こっていま 

す。県内においても小学校の敷地内で児童が乗用車にはねられる事故があり、事件や事故は、もはや対岸の火 

事とは言えない状況になっています。また、事件・事故だけでなく、豪雨や雷、地震などの自然災害、熱中症の 

危険、野生動物の出没などについても心配されるところです。 

私たちの生活は、便利になる一方で、常に多くの危険と隣り合わせでもあります。 

本校では、これまで地域と連携した防災教育、訓練が熱心に行われてきました。地域の方も「子どもが学校で 

学んだことを家で話したり、実践したりすることが地域全体の意識の向上につながる近道」とおっしゃっていま 

す。引き続き、家庭・地域と連携し、実践的な訓練・学習の場を設定することで、危険に対して自ら気づき、考え 

行動する力を養っていきたいと考えています。 

 

家庭との連携ということで、下記の内容について、ご理解、ご協力をお願いします。 

○これから雨の多い時期に入ります。地区によっては、「登校することが危険な状況」が出てくることも考えら

れます。その場合は、各家庭の判断で、登校を遅らせても遅刻にはなりませんので（学校や登校班にはその旨

ご連絡ください）安全最優先でお願いします。これは、梅雨時期に限らず、年間を通しての対応ととらえてくだ

さい。 

○登校時刻が過ぎましたら、児童昇降口を施錠します。（８時１０分） 遅れて登校した場合は、ベルを押して、お 

知らせください。 欠席や遅刻については、８時までに必ずご連絡ください。連絡がない場合は、緊急連絡先

に連絡する場合があります。 

○熱中症対策として、学校でも暑さ指数を計測しながら、注意喚起を行っていきます。 

登下校における熱中症対策用品（ネックカバー、傘等）は、児童が自身で適切に使用・管理できるものであれ

ば使用することができます。市から配付されている通学かばんは、通気性もよく軽量ですので、暑さ対策と

してもご活用ください。 

○車での送迎の際には、最徐行、指定の場所での駐車（学校便り５月号でお知らせ）をお願いします。 

 

  ６年生がＮＤＧｓ（西

浦大好き学校作戦）の 

１７項目について楽し

く、わかりやすく伝えて

くれました。 

  先生たちとじゃんけん

対決！先生の名前も覚え

られ、一石二鳥です。 

 今年度のチャレンジ目標が、ＮＤＧｓの 

１７項目から全校投票で決まりました。 

それは、「だれにでもこころのこもっ

たあいさつをしよう」です。 

地域や保護者の皆様からもあいさつに

ついては、たくさんのご意見をいただいて

いるところでした。これから、目標を具体

的に決め、達成のために運営委員会を中

心に全校で様々な取組を行っていきます。 

 運営委員の見事な進行、６年生のアシスト 

もあって、西浦小学校らしい楽しく、温かい

「１年生を迎える会」になりました。 

りました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域とともに コミュニティ・スクールだより      ２０２５年６月号 

 西浦小へどうぞお越しください！ 
学校と地域の今を未来につなげよう！ 

 ５月７日に見守り隊連絡協議会があり、１７名の隊員の方にご参加いただきました。隊員の
方からのお気づきやご意見は命と直接関わってくるものもありますので、子供たちへの指導、
注意喚起とともに検討、改善が必要なところは検討していきます。 

【意見・内容について】※協議より抜粋 

 ・下校時は気持ちも楽になり、横断歩道などの渡り方が危ないときがある。 
 ・水筒を手に持って歩いていると危険である。提げたり、ランドセルに入れたりする方が安

全だと思われる。 
 ・登下校中にトイレに行きたくなる児童がある。学校を出る前になるべくトイレに行くよう

にする。それでも距離があるので、公共機関のトイレが使えるとよい。 
 ・これからの時期、登下校時の水分補給も必要である。 

 ・危険箇所が多くある。（横断歩道がないところ 道路の傾斜が激しいところ 等） 
 ・あいさつができてない。 
 ・転んでけがをする児童がいる。特に傘を持って歩いていると溝蓋の穴にひっかかって、転

んでしまうようだ。十分注意してほしい。 
 ・帽子がとばされた時には、取りに行かず、後で担任に知らせるようにするとよい。 

  
 
  

 

 

地域・保護者ボランティアのみなさんに支えられています 
  雨の日も風の日も多くの方が、

子供たちの安全を見守ってくださ

います。見守り隊対面式では、感

謝の気持ちをあいさつや言葉で 

表しました。 

「九九レベルアップ教室」や「書

写ボランティア」など学習ボランテ

ィアさんのお手伝いにより、担任

では目や手が届かないところに支

援ができます。 

 学ぶ環境作りにご協力いただいてい

ます。朝の読み聞かせの穏やかなひと

ときが子供たちにとって大切な時間と 

なっています。広い運動場は、手入れ

が大変ですが、地域の方のお手伝いで 

トラック内がきれいになりました。 

見守り隊連絡会 見守り隊対面式 

九九レベルアップ教室 ３年生の書写 

読み聞かせ 
校庭美化活動 

担任を通して指導や声かけをしています。貴重なご意見ありがとうございました。 


